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表４ 元号別人口及び割合 
(単位 千人)

10月１ 日
現在人口

総人口に
占める
割合(％)

10月１ 日
現在人口

総人口に
占める
割合(％)

明治生まれ 355 0. 3 447 0. 3

大正生まれ 6, 622 5. 2 7, 095 5. 6

昭和生まれ 99, 975 78. 2 100, 472 78. 6

平成生まれ 20, 817 16. 3 19, 755 15. 5

平成17年平成18年
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67歳：

日中戦争の動員による
昭和13年，14年の出生減

57～59歳：

昭和22年～24年の
第１次ベビーブーム

40歳：

昭和41年
（ひのえうま）の出生減

32～35歳：
昭和46年～49年の

第２次ベビーブーム

60，61歳：

終戦前後における

出生減

（万人）

２ 年齢別人口 

 昭和生まれは１億人を下回り，平成生まれは 2000 万人を上回る  

昭和生まれの人口は9997万５千人(総

人口の78.2％)となり，昭和58年以来23

年ぶりに１億人を下回った。一方，平成

生まれの人口は2081万７千人(同16.3％)

となり，初めて2000万人を上回った。 

（表４，図４，図５） 

高齢者についてみると，90歳以上人口 

は115万５千人で前年に比べ７万４千人の増加，100歳以上人口は２万９千人で３千人

の増加となっている。                                           （図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 我が国の人口ピラミッド(平成18年10月１日現在) 
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  1) 0～14歳人口 2)  65歳以上人口 3) 0～14歳人口+65歳以上人口   4) 65歳以上人口
    15～64歳人口     15～64歳人口        15～64歳人口      0～14歳人口

×100 ×100 ×100×100 ×100 ×100 ×100

総人口に対する割合 　(％) 　   　年　 齢 　構　 造 　指 　数

年　　次 年少人口 生産年齢 　老　年　人　口 年少人口 1) 老年人口 2) 従属人口 3) 老 年 化 4)

人    口 うち 指　　数 指　　数 指　　数 指　　数

(0～14歳) (15～64歳) (65歳以上) 75歳以上

昭和25年 35.4 59.7 4.9 1.3 59.3 8.3 67.5 14.0
　　30 33.4 61.3 5.3 1.6 54.4 8.7 63.1 15.9
　　35 30.0 64.2 5.7 1.7 46.8 8.9 55.7 19.1
　　40 25.6 68.1 6.3 1.9 37.6 9.2 46.8 24.6
　　45 23.9 69.0 7.1 2.1 34.7 10.2 44.9 29.5
　　50 24.3 67.7 7.9 2.5 35.9 11.7 47.6 32.6
　　55 23.5 67.4 9.1 3.1 34.9 13.5 48.4 38.7
　　60 21.5 68.2 10.3 3.9 31.6 15.1 46.7 47.9
平成２年 18.2 69.7 12.1 4.8 26.2 17.3 43.5 66.2
　　７ 16.0 69.5 14.6 5.7 23.0 20.9 43.9 91.2
　　12 14.6 68.1 17.4 7.1 21.4 25.5 46.9 119.1
　　13 14.4 67.7 18.0 7.5 21.2 26.5 47.8 125.1
　　14 14.2 67.3 18.5 7.9 21.1 27.6 48.7 130.5
　　15 14.0 66.9 19.0 8.3 21.0 28.5 49.4 135.8
　　16 13.9 66.6 19.5 8.7 20.8 29.2 50.1 140.3
　　17 13.8 66.1 20.2 9.1 20.8 30.5 51.3 146.5
　　18 13.6 65.5 20.8 9.5 20.8 31.8 52.6 152.6
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図５ 明治，大正，昭和，平成生まれの

      人口の推移（昭和25年～平成18年）
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図６ 年齢３区分別人口の割合の推移

   （昭和25年～平成18年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢３区分別にみると，年少人口(０～14歳)は1743万５千人で前年に比べ15万人の

減少，生産年齢人口(15～64歳)は8373万１千人で69万１千人の減少となっているのに

対し，老年人口(65歳以上)は2660万４千人で84万３千人の増加となった。 

総人口に占める割合をみると，年少人口が13.6％，生産年齢人口が65.5％，老年人

口が20.8％となり，前年に比べ，年少人口が0.2ポイント，生産年齢人口が0.6ポイン

トそれぞれ低下し，老年人口が0.6ポイント上昇している。 

総人口に占める割合の推移をみると，年少人口は，昭和50年(24.3％)から一貫して

低下を続け，平成18年（13.6％）は過去最低となっている。生産年齢人口は，昭和57

年(67.5％)から上昇を続けていたが，平成４年(69.8％)をピークに低下している。一

方，老年人口は，昭和25年(4.9％)以降上昇が続いており，平成18年(20.8％)は過去

最高となっている。                                             （図６，表５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.5％

20.8％

13.6％

表５ 年齢３区分別人口の割合及び年齢構造指数（昭和25年～平成18年） 

注）各年10月1日現在。昭和25年～平成12年及び17年は国勢調査人口（年齢不詳をあん分した人口）による。 

昭和45年までは沖縄県を含まない。 
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